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★地震被災者の安心を支える★地震被災者の安心を支える
 　突撃インタビュー・地域支え合いセンター … P2〜3

★補正予算に「待った！」★補正予算に「待った！」
 　修正動議を可決 … P4

★町政を問う！★町政を問う！
 　一般質問・６氏が登壇 … P8〜14 志賀町議会

地域支え合いセンター地域支え合いセンター
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突撃突撃

インタビューインタビュー

Q 
地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
の
主

な
業
務
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

A 

仮
設
住
宅
や
在
宅
で
生
活
さ
れ

て
い
る
被
災
者
の
方
々
を
対
象
に
、

定
期
的
な
訪
問
や
、
電
話
連
絡
を

通
じ
た
見
守
り
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

生
活
状
況
や
体
調
の
変
化
、
不

安
や
困
り
ご
と
を
丁
寧
に
聞
き
取

り
、
必
要
に
応
じ
て
町
の
担
当
課

や
医
療
・
福
祉
関
係
機
関
に
つ
な

ぐ
な
ど
、
健
康
面
・
生
活
面
を
含

め
た
総
合
的
な
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

Q 

何
名
で
対
応
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

A 

主
任
生
活
支
援
相
談
員
２
名

と
、
生
活
支
援
相
談
員
10
名
で
対

応
し
て
い
ま
す
。

　

県
で
、
仮
設
住
宅
50
人
に
つ
き

１
人
と
か
、
半
壊
世
帯
が
３
０
０

世
帯
に
つ
き
１

人
な
ど
の
人
員

配
置
基
準
が
決

め
ら
れ
て
い
ま

す
。
志
賀
町
は

基
準
よ
り
少
な

い
状
況
で
す
。

「「
地
震
被
災
者
の
安
心
を
支
え
る

地
震
被
災
者
の
安
心
を
支
え
る  

――

  

被
災
者
見
守
り
・相
談
支
援
事
業

被
災
者
見
守
り
・相
談
支
援
事
業
の
現
場
か
ら
」

の
現
場
か
ら
」

　
令
和
６
年
１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
か
ら
２
年
が
経
過

し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
町
で
は
被
災
者
の
心
身
の
健
康
維
持
や
地
域
の

孤
立
防
止
を
目
的
と
し
た
「
被
災
者
見
守
り
・
相
談
支
援
事
業
」
を
実

施
し
て
お
り
、
そ
の
業
務
は
、
町
が
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
て
い

る
「
志
賀
町
地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
」
が
担
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、セ
ン
タ
ー
で
活
動
さ
れ
て
い
る
生
活
支
援
相
談
員
の
方
に
、

現
在
の
取
り
組
み
状
況
や
直
面
し
て
い
る
課
題
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

「
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
に
し
な
い
」関
わ
り
を

Q 

活
動
の
中
で
工
夫
し
て
い
る
こ

と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

A 

回
数
を
重
ね
る
こ
と
で
「
あ
な

た
を
気
に
か
け
て
い
る
人
が
い
る
」

と
い
う
こ
と
が
伝
わ
る
よ
う
、
定

期
的
な
訪
問
や
電
話
連
絡
を
続
け

て
い
ま
す
。

　

仮
設
住
宅
に
お
住
ま
い
の
方
だ

け
で
な
く
、
在
宅
の
方
で
も
心
の

ダ
メ
ー
ジ
が
大
き
い
方
も
い
ま
す

の
で
、
チ
ー
ム
内
で
情
報
交
換
し

て
、
訪
問
回
数
を
増
や
し
た
り
も

し
て
い
ま
す
。

　
「
心
配
し
て
い
ま
す
よ
」
と
い
う

気
持
ち
を
言
葉
に
し
て
伝
え
、
一

人
で
抱
え
込
ま
な
い
関
係
づ
く
り

を
意
識
し
て
い
ま
す
。

会話で「安心」を届けます

大切なのは「信頼関係」
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Q 

被
災
者
の
声
で
印
象
に
残
っ
て
い

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

A 

「
誰
か
が
気
に
か
け
て
く
れ
る
だ
け

で
安
心
す
る
」「
話
を
聞
い
て
く
れ
る

場
所
が
あ
る
の
が
あ
り
が
た
い
」
と
い

う
言
葉
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、「
こ
の
先
の
生
活
が
ど
う

な
る
の
か
、
わ
か
ら
な
い
」「
被
害
区

分
に
よ
る
支
援
の
差
に
戸
惑
っ
て
い

る
」
と
い
う
声
も
多
く
聞
か
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
声
は
、
制
度
へ
の
不
満
と

い
う
よ
り
も
、
将
来
の
不
安
や
孤
立
感

の
表
れ
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
そ
の
思
い
を
受
け

止
め
な
が
ら
、
必
要
な
支
援
に
つ
な

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q 

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

A 
復
興
公
営
住
宅
が
建
設
さ
れ
、
将
来
的
に
入
居
が
進
む

中
で
、「
新
し
い
暮
ら
し
の
中
で
の
つ
な
が
り
（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
）
を
ど
う
作
っ
て
い
く
か
」
が
課
題
で
す
。

　
新
し
い
住
ま
い
で
は
、
行
政
が
形
を
決
め
る
の
で
は
な

く
、
住
民
自
身
が
「
ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
り
た
い
か
」

を
考
え
、
住
み
や
す
い
環
境
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　被災者の方々が安心感を得られるのは、
支援員の皆様の明るい笑顔と心に寄り添う
言葉があるからなのだろうと感じました。
　困難な状況の中で、その温かさがどれほ
ど力になるか計り知れません。
　「誰かがやらなければ」という強い思い
のもと、皆様が一生懸命に活動されている
ことに心から感謝と敬意を表します。

　　（議会広報特別委員会）

「突撃インタビュー」を終えて…

見
守
り
の
輪
を
広
げ
る

「
あ
り
が
と
う
」で
救
わ
れ
る

一
人
ひ
と
り
が

　
新
た
な
生
活
を
思
い
描
け
る
よ
う
に

Q 

み
な
さ
ん
の
ス
ト
レ
ス
解
消

法
は
、
何
で
す
か
。

A 

訪
問
し
た
後
に
、
情
報
を
み

ん
な
で
共
有
す
る
こ
と
で
、
そ
の

日
の
う
ち
に
問
題
を
解
決
し
て
い

る
こ
と
が
何
よ
り
い
い

か
な
と
思
い
ま
す
。

　

相
談
員
だ
け
で
支
え
る

の
で
は
な
く
、
地
域
の
方

や
関
係
者
に
「
様
子
が

違
っ
て
い
た
ら
教
え
て
く

だ
さ
い
ね
」
と
声
を
か
け
、

見
守
り
の
輪
を
広
げ
る
工

夫
を
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
民
生
委
員
さ
ん

と
は
い
い
情
報
共
有
が
で

き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

左上から　村本さん、飯山さん、菅原さん、町中さん、瀬戸さん左上から　村本さん、飯山さん、菅原さん、町中さん、瀬戸さん
　　　　　藤田さん、河原さん、内田さん、中門さん　　　　　藤田さん、河原さん、内田さん、中門さん

言葉のひとつひとつに、言葉のひとつひとつに、

　相手を思う気持ちを込めて対
応しています。

　相手を思う気持ちを込めて対
応しています。



12 月 定例会
　
12
月
定
例
会
は
、
12
月
２
日
か
ら
同
月
16
日
ま
で
の
15
日
間
の
会
期
で

開
か
れ
、
一
般
会
計
や
各
会
計
の
補
正
予
算
を
は
じ
め
、
条
例
の
制
定
及

び
改
正
に
係
る
議
案
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
、
工
事
請
負
契
約
に
係
る

議
決
の
一
部
変
更
の
議
案
や
人
事
案
件
に
係
る
諮
問
な
ど
、
合
わ
せ
て
30

件
を
審
議
し
ま
し
た
。　
（
※
議
決
結
果
は
ｐ
６・７
参
照
）　

提案理由説明動画は
コチラから　

質
疑　

　
こ
ど
も
の
遊
び
場
整
備
事
業
の

詳
細
を
聞
く
。

答
弁

　
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、「
Ｌ
Ａ

Ｋ
Ｕ
Ｎ
Ａ
は
く
い
」
の
よ
う
な
施

設
の
要
望
も
多
く
あ
り
、
富
来
支

所
の
町
民
ホ
ー
ル
に
木
質
の
遊
具

を
設
置
す
る
も
の
で
あ
る
。

質
疑

　

遊
具
設
置
後
の
展
開
を
聞
く
。

避
難
拠
点
施
設
と
機
能
が
分
散
し

な
い
の
か
。

答
弁

　
避
難
拠
点
施
設
は
普
段
使
い
を

想
定
し
て
い
る
が
、
大
規
模
な
遊

具
は
置
け
な
い
。

　
富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
支

所
、
図
書
館
、
銀
行
と
、
あ
る
程

度
集
約
で
き
て
い
る
と
考
え
る
。

　
商
業
施
設
内
な
ど
も
検
討
し
た

が
、
賃
料
や
ス
ペ
ー
ス
確
保
の
問

題
で
難
し
く
、
現
在
の
場
所
が
最

適
で
あ
る
と
の
考
え
に
至
っ
た
。

質
疑

　
子
ど
も
と
大
人
を
分
離
で
き
る

の
か
。
大
人
の
憩
い
の
場
と
し
て

の
機
能
は
保
て
る
の
か
。

答
弁

　
分
離
で
は
な
く
共
存
を
目
指
す

イ
メ
ー
ジ
だ
が
、必
要
で
あ
れ
ば
、

町
民
ホ
ー
ル
の
機
能
の
代
替
え
場

所
の
確
保
に
努
め
る
。

予算決算
　  常任委員会

一般会計補正予算
（第７号）に、待った待った

議員が修正動議を提出

修
正
動
議
に
賛
成

　
議
案
第
79
号　
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

７
号
）
中
の
「
こ
ど
も
の
遊
び
場
整
備
事
業
」

に
関
し
て
、
富
来
支
所
町
民
ホ
ー
ル
へ
の
設

置
計
画
に
、
多
く
の
議
員
か
ら
疑
問
や
異
論

が
出
さ
れ
た
。

　
特
に
、
景
観
や
採
光
、
町
民
の
憩
い
の
場

と
し
て
の
適
否
が
問
題
視
さ
れ
た
が
、
十
分

な
審
議
が
尽
く
さ
れ
ず
、
議
員
意
見
が
軽
視

さ
れ
た
と
感
じ
て
お
り
、
こ
の
事
業
を
除
外

し
た
修
正
予
算
案
の
提
出
と
、
今
後
の
丁
寧

な
議
論
を
求
め
る
。

　
本
事
業
は
、
総
額
４
千
万
円
を
投
じ
、
富

来
支
所
町
民
ホ
ー
ル
に
屋
内
遊
具
を
設
置
す

る
も
の
だ
が
、
執
行
部
の
説
明
は
「
リ
ク
エ

ス
ト
が
多
か
っ
た
た
め
、
設
置
可
能
な
場
所

に
早
く
提
供
し
た
い
」
と
い
う
理
由
に
と
ど

ま
り
、
賑
わ
い
の
創
出
や
将
来
的
な
戦
略
性

は
目
的
と
し
て
い
な
い
。　

　
こ
れ
で
は
町
民
の
期
待
や
利
用
者
の
思
い

を
十
分
に
反
映
し
た
も
の
と
は
言
え
ず
、
到

底
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　南　正紀　議員

　小林　克嘉　議員

※
修
正
動
議
と
は 

… 

町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議

案
（
条
例
案
や
予
算
案
な
ど
）
に
対
し
て
、
議

員
が
内
容
の
一
部
の
修
正
を
提
案
す
る
こ
と
。

遊
具
設
置
計
画
を
問
う

　今定例会に提出された一般会計補正予算案のうち、「こどもの遊び場整備事業」
（富来支所町民ホールに設置を予定していた、屋内遊具設置工事請負費）として計
上された4,000万円に関して、事業費の削除を求める修正案が提出されました。
　修正案は賛成多数で可決されました。

 

審
議
が
不
十
分

　
　
　
　
　
　
　

南 　
正
紀 

議
員

【
修
正
動
議
の
要
旨
】

利
用
者
の
思
い
を

反
映
し
た
も
の
と
は
言
え
な
い

　
　
　
　
　
　
　

小
林　
克
嘉 

議
員

【
賛
成
討
論
の
要
旨
】
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＜一般会計 主な補正理由＞

（歳入）
・農地農業用施設災害復旧に係

る県補助金の増額
・県復興基金交付金の増額

（歳出）
・人事院勧告に伴う職員給与費

の増額
・県受託事務委託料及び工事請

負費、地域コミュニティ施設
等再建支援事業に要する経費
の増額

令和７年度補正予算令和７年度補正予算をを可決可決
会　計　名 補 正 額 予 算 額

一般会計 ( 第７号 ) ９億５４２２万円 ５３９億７６８１万円

特
別
・
企
業
会
計

国 民 健 康 保 険 ８８万円 ２５億３８９１万円
後期高齢者医療 １７６万円 ４億６９６２万円
介 護 保 険 ８０７２万円 ３２億２０５４万円
診 療 所 事 業 ４２６万円 １億９９５０万円

水
道

収益的支出 ３７万円 ６億　７２９万円
資本的支出 ９万円 １８億９５４３万円

下
水
道

収益的支出 ４７万円 １１億４５９２万円
資本的支出 ４６万円 ３８億４５０５万円

病
院

収益的収入 １１８０万円 １４億３８３１万円
収益的支出 ２７２０万円 １５億３２１７万円
資本的収入 ９５８０万円 ３億９７４８万円

議案に
対する討論

討
論
と
は
、
議
案
や
請
願
に
対
し
、
議
員
が
自

己
の
賛
否
の
意
見
を
表
明
し
、
そ
の
理
由
を
述
べ

て
他
の
議
員
に
賛
同
を
求
め
る
も
の
で
す
。

賛成

◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦

「
住
民
か
ら
の

　
復
活
要
望
も
多
い
」

「
物
価
高
騰
の
中
、

　
町
民
の
理
解
は
得
ら
れ
な
い
」

「
運
用
を
拡
大
す
る
こ
と
は
、

      

看
過
で
き
な
い
」

「
新
た
な
条
例
制
定
は
必
要
な
い
」

「
社
会
保
障
制
度
の

　
　
支
援
が
不
可
欠
」  

　
　
　
　

「
生
活
再
建
に
必
要
な

　
　
制
度
」

賛
成

賛
成

賛
成

　
制
度
は
被
災
者
の
生
活
再
建
支
援
を
目
的
と
し

た一時
的
措
置
で
あ
る
こ
と
や
準
半
壊
・一部
損
壊

を
除
外
し
て
い
た
た
め
、
不
公
平
感
も
あ
っ
た
。

　
本
来
的
に
は
広
く
被
災
者
を
救
済
す
る
新
制
度

を
創
設
す
べ
き
だ
が
、
そ
れ
に
は
時
間
と
労
力
が

か
か
る
た
め
、
旧
制
度
復
活
が
速
攻
性
が
あ
り
、

住
民
か
ら
の
復
活
要
望
も
多
い
。

　
人
事
院
勧
告
に
準
じ
た
条
例
改
正
だ
が
、
今
時

の
物
価
高
騰
対
策
へ
の
太
い
柱
が
何
も
な
い
状
況

で
、町
長
は
じ
め
特
別
職
、議
員
の
ボ
ー
ナ
ス
ア
ッ

プ
は
町
民
の
理
解
を
得
ら
れ
な
い
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
め
ぐ
っ
て
は
、
誤
登

録
な
ど
の
問
題
が
相
次
ぎ
、
制
度
へ
の
信
頼
は
失

墜
し
て
い
る
。

　
安
全
管
理
措
置
へ
の
懸
念
が
深
ま
る
下
で
、
運

用
を
拡
大
す
る
こ
と
は
、
看
過
で
き
な
い
。

　
本
町
で
は
既
に
一
時
預
か
り
事
業
と
し
て
、
保

護
者
の
育
児
負
担
軽
減
や
孤
立
防
止
を
行
っ
て
お

り
、
新
た
な
営
業
創
設
の
た
め
の
条
例
の
制
定
は

必
要
な
い
。

　
住
宅
を
失
っ
た
人
や
、
高
齢
で
体
力
や
健
康
に

不
安
を
抱
え
る
被
災
者
も
多
い
。

　
経
済
的
な
負
担
増
加
は
受
診
控
え
に
も
つ
な
が

り
、
各
種
の
健
康
を
損
ね
る
状
況
を
招
き
か
ね
な

い
。

　
早
期
に
免
除
制
度
を
再
開
し
、
国
へ
財
政
支
援

を
要
望
す
べ
き
。

　
診
療
中
断
に
よ
る
重
症
化
、
災
害
関
連
死
増
加
に

つ
な
が
り
か
ね
ず
、
仮
設
住
宅
か
ら
復
興
住
宅
へ
の

移
行
に
伴
い
、
家
賃
等
の
負
担
増
で
医
療
か
ら
遠
ざ

か
る
被
災
者
が
増
え
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。

　
医
療
費
の
免
除
は
、
被
災
さ
れ
た
方
々
が
生
活

再
建
す
る
う
え
で
、
必
要
な
制
度
で
あ
る
。

南　

 

正
紀 

議
員

中
谷 

松
助 

議
員

中
谷 

松
助 

議
員

中
谷 

松
助 

議
員

林 　
一
夫 

議
員

中
谷 

松
助 

議
員

請
願
第
６
号　

反対

反
対

反
対

反
対

議
案
第
96
号
・
議
案
第
97
号

議
案
第
88
号

議
案
第
87
号

12 月 定例会

※各項目の予算額は万円未満を四捨五入しています。
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議案番号 議案名と主な内容　（議案名は一部省略してあります） 議決結果

議案
89～ 94

議会議員及び町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する
条例～病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例 … 所要の改正

可決
賛11　反０

陳情
8

ひきこもり基本法制定についての陳情書 … ひきこもりの現状を踏まえ、適切な支援を行っ
ていくために「ひきこもり基本法」の制定を求める。
提出者：特定非営利活動法人はぁとぴあ21 理事長　高和 正純 氏

採択
賛11　反０

請願
6

能登半島地震被災者の医療費の一部負担金免除の再開のための財政支援を求める「意
見書」の提出を求める請願 … 国民健康保険および後期高齢者医療制度において、令和６年能
登半島地震の被災者に対する医療費の一部負担金の免除を再開させるため、国からのさらなる
財政支援を求める。
提出者：石川県保険医協会 会長　三宅 靖 氏　　紹介議員：林 一夫 議員

採択
賛11　反０

発委
３ ひきこもり基本法の制定を求める意見書 … 陳情第８号の採択を受け、意見書を国に提出。 可決

賛11　反０

発委
4

能登半島地震被災者の医療費の一部負担金免除の再開のための財政支援を求める意見
書 … 請願第6号の採択を受け、意見書を国に提出。

可決
賛11　反０

議案
95・98

一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例、一般職の給与に関
する条例の一部を改正する条例 … 人事院勧告に準じ、所要の改正。

可決
賛11　反０

議案
96

議会議員等の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
 … 人事院勧告に準じ、所要の改正。

可決
賛10　反１

議案
97

常勤の特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 … 人事院勧告に準じ、
所要の改正。

可決
賛10　反１

議案
99・100

工事請負契約の締結「町道第570号土田幹線外道路災害復旧工事１工区、工事請負契
約の締結「町道第827号大島福野連絡線外道路災害復旧工事 … 災害復旧工事に係る契約

可決
賛11　反０

議案
101～
103

「工事請負契約の締結」の議決の一部変更「町道第5095号草江中央線外道路災害復旧
工事～「専決処分の承認（工事請負契約の締結）」の議決の一部変更 … 災害復旧工事に係
る契約内容の変更

可決
賛11　反０

諮問
６・７

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めるもの … 人権擁護委員の任期満了に伴う推
薦で、福田豊治氏（再任）、金森睦子氏（新任）の答申を求めるもの。

適任
賛11　反０

月月1212 定定 例例 会会 議議決決 結結果果

≪賛否が分かれた議案≫　

議案番号 小林 梢 表谷 中谷 福田 南 寺井 堂下 越後 冨澤 櫻井 林

議案第79号
（修正部分） ○ ○ ○ × － ○ ○ × × ○ ○ ○

議案第87号 ○ ○ ○ × － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第88号 ○ ○ ○ × － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第96号 ○ ○ ○ × － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第97号 ○ ○ ○ × － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○は賛成、×は反対（議長は採決に加わりません）

委員長報告委員長報告
・採決・採決
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議案番号 議案名と主な内容　（議案名は一部省略してあります） 議決結果

議案
71

令和７年度一般会計補正予算（第５号） … 歳入では、物価高騰対応重点支援地方創生臨時
交付金、財政調整基金繰入金を増額。歳出では、定額減税不足額給付金、復興公営住宅建設（志
賀地域）に係る用地取得費を増額。
補正額：6989万円　予算額：530億2260万円

可決
賛11　反０

議案
72

工事請負契約の締結「道の駅とぎ海街道周辺再整備事業多目的広場整備工事（土木）」
 … 契約金額：１億1102万3000円　契約の相手方：南建設株式会社

可決
賛11　反０

議案
73

工事請負契約の締結「道の駅とぎ海街道周辺再整備事業多目的広場整備工事（建築）」
… 契約金額：6083万円　契約の相手方：南建設株式会社

可決
賛11　反０

議案
74～ 78

工事請負契約の締結～「工事請負契約の締結」議決の一部変更 … 災害復旧工事に係る契
約

可決
賛11　反０

議案番号 議案名と主な内容　（議案名は一部省略してあります） 議決結果

承認
35

専決処分の承認（令和７年度一般会計補正予算（第６号）） … 富来地域避難拠点施設整備
事業及び富来義務教育学校整備事業に係る基本・実施設計業務を行うにあたり、債務負担行
為を設定
　・富来地域避難拠点施設整備事業（基本・実施設計業務委託）
　　期間：令和８年度　限度額：9851万6000円
　・富来義務教育学校整備事業（基本・実施設計業務委託）
　　期間：令和８年度　限度額：１億2684万3000円

承認
賛11　反０

承認
36

専決処分の承認（工事請負契約の締結） … 富来中学校学校施設災害復旧工事
　契約金額：１億8535万円　契約の相手方：石田工業株式会社

承認
賛11　反０

承認
37

専決処分の承認（工事請負契約の締結） … 熊野交流センター震災復旧工事
　契約金額：4972万円　契約の相手方：寺井建設株式会社

承認
賛11　反０

議案
79 令和７年度一般会計補正予算（第７号） … ４・５ページ参照

修正可決
修正部分
賛8　反3
修正を除く部分
賛11　反0

議案
80～ 86

令和７年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号）～令和７年度町立富来病院事業
会計補正予算（第１号） … ５ページ参照

可決
賛11　反０

議案
87

乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例 … 保育所、認定こども
園等に通っていない乳児又は児童を対象として、月一定時間までの範囲で柔軟に利用できる乳
児等通園支援事業が創設されたことに伴い、新たに条例を制定。

可決
賛10　反１

議案
88

行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく
個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例 … 住民登録外者の登録・管理を行う

「住登外者宛名番号管理機能」が共通機能として実装されることとなり、マイナンバーの独自利
用を行う事務等として定める必要があるため、所要の改正。

可決
賛10　反１

回回

月月

３３

1212

臨臨

定定

時時

例例 会会

会会
※議長は採決に加わりません。

議議決決結結果果
臨時会映像は臨時会映像は
コチラからコチラから

【令和７年10月24日【令和７年10月24日　　開会】開会】
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一般質問

1　富来義務教育学校について
2　原子力防災訓練について
3　地域猫対策について

1　人口施策の変化について
2　人口減少と財政課題について
3　自主財源確保について
4　町民の声の反映について
5　子育て世代への先行投資と総合的な町づくりについて

1　保育園給食の完全無償化を
2　移動販売車車検補助制度の創設を
3　「飼い主のいない猫」の避妊去勢手術助成を
4　町公共施設等にさらなる手すりの増設を
5　道路上の白線引きを重視されたい
6　一刻も早い原発から再エネへの切り替えを強く求めよ

1　道路・河川の復旧状況と今後の工事予定について聞く
2　図書館の利用と健康寿命について 
3　避難所のトイレ問題について
4　原子力防災訓練について

1　富来義務教育学校建設における住民参加プロセスと
　　ハード設計への意見反映を求める
2　視察で得た知見を活かした志賀町の持続可能な
　　自治運営の推進について

南　　正紀　議員

小林　克嘉　議員

中谷　松助　議員

堂下　健一　議員

梢　　正美　議員

町政町政をを問う！問う！
６６氏氏がが登壇登壇

1　本町役場の技術系職員数の現況と将来見通しを問う
2　本町独自の外国人労働者の受け入れ態勢を構築せよ
3　多面的機能支払交付金制度の活用状況と活性化策について

林　　一夫　議員

14

13

12

11

10

9

PAGE

PAGE

PAGE

PAGE

PAGE

PAGE

一般質問とは
議員が町政一般について、報
告や説明を求め、質問すること
をいいます。
　１人あたりの持ち時間は答弁
を含めて概ね40分です。

梢 

正
美

堂
下 
健
一

林 

一
夫

中
谷 

松
助

小
林 

克
嘉

南 

正
紀

議
ひ
員
と
の
こと

一般質問を終えての
議員の感想です。　
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南
みなみ
　　正

まさのり
紀　議員

南　
　
今
回
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る

富
来
義
務
教
育
学
校
は
、
小
規
模

校
か
つ
小
中
一
貫
校
で
あ
る
。

　
他
校
に
負
け
な
い
と
い
う
強
み

を
持
つ
学
校
運
営
を
求
め
る
と
と

も
に
、
学
校
が
将
来
に
わ
た
り
活

気
あ
る
学
校
と
し
て
存
続
で
き
る

一
助
と
し
て
、山
村
留
学
や
ス
ポ
ー

ツ
留
学
を
取
り
入
れ
ら
れ
な
い
か
。

教
育
長

　
富
来
義
務
教
育
学
校
の
基
本
計

画
に
「
安
全
・
安
心
で
快
適
に
学

べ
る
学
校
」「
９
年
間
を
通
じ
た

深
い
学
び
」「
多
様
な
交
流
と
絆

の
育
成
」「
富
来
地
域
の
資
源
を

活
か
す
教
育
」「
地
域
課
題
に
対

応
で
き
る
持
続
可
能
な
学
校
」
の

５
つ
の
目
標
を
掲
げ
、
地
域
実
情

に
即
し
た
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り

を
進
め
る
。

　
今
後
は
学
校
関
係
者・Ｐ
Ｔ
Ａ・

関
係
機
関
に
よ
る
準
備
委
員
会
を

設
置
し
、
実
例
を
踏
ま
え
て
検
討

し
て
い
く
。

山
村
留
学
・

ス
ポ
ー
ツ
留
学
の
導
入
を

準
備
委
員
会
を
設
置
し
、　

　
検
討
す
る
　
　
　
　
　  

教
育
長

町
長　

　
震
災
後
の
地
域
力
の
低
下
な
ど

を
踏
ま
え
、
地
域
猫
活
動
を
行
う

個
人
や
団
体
に
対
し
、
来
年
度
か

ら
、飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
限
り
、

避
妊
・
去
勢
手
術
費
用
の
一
部
助

成
を
検
討
し
て
い
る
。

　
飼
い
主
へ
は
、
責
任
あ
る
飼
い

方
へ
の
啓
発
活
動
を
継
続
す
る
。

南
　
飼
い
主
の
い
な
い
猫(

い
わ
ゆ

る
野
良
猫)

が
全
国
の
多
く
の
自

治
体
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
。　

　
繁
殖
増
加
と
い
っ
た
状
況
を
受

け
て
、
最
も
重
要
と
言
え
る
も
の

は
、
不
妊
去
勢
手
術
で
あ
る
。

　
現
在
は
動
物
基
金
が
活
用
さ
れ

て
い
る
が
十
分
で
な
く
、
多
く
の

活
動
が
実
費
で
行
わ
れ
て
い
る
。

　
震
災
以
降
、
地
域
力
が
低
下
し

て
お
り
、
今
後
の
継
続
に
は
行
政

の
補
助
や
啓
発
が
必
要
で
あ
る
た

め
、
前
向
き
な
取
り
組
み
を
求
め

る
。

地域猫対策に支援を
一部助成を検討　　町長

住
民
の
意
見
に
寄
与
す
る

大
き
な
手
ご
た
え
が
あ
る

質
問
と
な
り
ま
し
た
。

議
ひ
員

と
の

こ
と

動画はコチラから

をを問う!問う!町政町政町政町政

そ
の
他
の
質
問

南　
　
原
子
力
防
災
訓
練
実
施
で
の
、

町
長
の
所
感
を
問
う
。

町
長　

　
他
自
治
体
を
対
象
に
実
施
さ

れ
た
迂
回
路
を
利
用
し
た
避
難

に
つ
い
て
県
と
協
議
し
て
い
く

と
と
も
に
、
避
難
経
路
の
多
重

化
・
強
靭
化
に
つ
い
て
も
国
や

県
に
対
し
引
き
続
き
要
望
し
て

い
く
。

責任ある飼い方が求められる
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小
こばやし
林　克

かつよし
嘉　議員

小
林　
議
会
視
察
で
得
た
茨
城
県

境
町
の
子
育
て
世
代
支
援
策
（
長

期
居
住
で
住
居
無
償
提
供
、
英
語

教
育
の
充
実
、
交
通
費
助
成
、
ス

ポ
ー
ツ
推
進
等
）
は
参
考
に
な
る

施
策
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
が
先
行
投
資
と
な
り
、
税

収
や
人
口
増
加
に
繋
が
っ
て
い
る
。

　
本
町
で
も
子
育
て
世
代
に
焦
点

を
当
て
た
支
援
策
を
検
討
し
、
移

住
・
定
住
促
進
に
一
石
を
投
じ
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　
子
育
て
世
代
の
移
住
・
定
住

促
進
は
、
人
口
減
少
策
と
地
域
経
済

活
性
化
を
両
立
す
る
う
え
で
、
重
要

な
視
点
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

茨
城
県
境
町
の
取
り
組
み
は
、

子
育
て
世
帯
の
転
入
に
大
き
く
寄

与
し
、
人
口
安
定
や
税
収
増
に
つ

な
が
っ
て
お
り
、
参
考
に
な
る
。

　
本
町
で
も
子
育
て
世
代
の
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
把
握
し
な
が
ら
施
策

を
実
施
し
て
い
く
。

町
長

そ
の
他
の
質
問

小
林　
第
３
次
総
合
計
画
で
の
、

交
流
人
口
拡
大
へ
の
取
り
組
み

を
聞
く
。

企
画
財
政
課
長

　
短
期
的
な
交
流
か
ら
関
係
人

口
を
生
み
出
し
、
人
口
減
少
の

抑
制
と
復
興
に
向
け
た
町
の
活

性
化
に
つ
な
げ
、
持
続
可
能
な

地
域
づ
く
り
を
実
現
し
て
い
く
。

小
林　
町
の
財
政
課
題
の
改
善

策
を
聞
く
。

企
画
財
政
課
長

　
中
長
期
財
政
計
画
に
基
づ
き
、

企
業
誘
致
の
推
進
に
よ
る
税
収

の
増
加
や
、
財
政
健
全
化
に
向

け
た
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め
、

復
興
に
向
け
た
町
の
活
性
化
と

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を
推

進
す
る
。

小
林　
自
主
財
源
の
確
保
と
し

て
ふ
る
さ
と
納
税
は
重
要
な
手

段
と
考
え
る
が
、
町
の
事
業
展

開
を
聞
く
。　

企
画
財
政
課
長

　
本
町
の
特
色
あ
る
返
礼
品
の

魅
力
向
上
や
品
質
向
上
、
付
加

価
値
の
高
い
商
品
開
発
を
進
め

る
。

　
情
報
発
信
を
強
化
し
、
幅
広

い
層
へ
の
効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
展
開
す
る
。

小
林　
令
和
７
年
５
月
の
町
民
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
「
安
心
し
て
住
み

続
け
た
い
」「
子
育
て
環
境
の
充
実
」

「
観
光
資
源
の
活
用
」
と
い
っ
た

意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

　
こ
れ
ら
の
町
民
の
声
を
ど
の
よ

う
に
施
策
に
反
映
す
る
の
か
。

　
今
後
も
町
民
の
声
を
継
続
的
に

施
策
に
取
り
入
れ
る
た
め
に
ど
の

よ
う
な
仕
組
み
を
整
備
す
る
の
か
。

町
長　
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
「
い

ど
ば
た
ト
ー
ク
」
等
で
は
多
様
な

意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
重
要
な
声
と

受
け
止
め
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
は
町
総
合
計
画
や
毎
年

度
の
事
業
計
画
に
登
載
し
、
各
種

施
策
に
反
映
し
て
い
る
。

　
今
後
も
定
期
的
に
実
施
す
る
ほ
か
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
意
見

募
集
も
行
う
な
ど
、
多
く
の
町
民

が
参
加
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
。

　
町
民
代
表
や
各
種
団
体
と
の
連

携
を
強
化
し
、
町
民
参
加
型
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
、
実
効
性
の
高

い
施
策
展
開
に
努
め
る
。

動画はコチラから

子育て世代に先行投資を
ニーズを的確に把握する 町長

多額のふるさと納税を
利用した境町の取り組み

一般質問

復
旧
か
ら
復
興
へ
と
質
問

が
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

町
の
未
来
を
考
え
、
も
っ

と
議
論
し
て
い
き
ま
す
！

議
ひ
員

と
の

こ
と

町
民
の
声
を

　
施
策
に
反
映
せ
よ

町
民
参
加
型
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

1010ぎかいのひろば　№81
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そ
の
他
の
質
問

中
谷　

　
移
動
販
売
車
車
検
代
補
助
制

度
を
創
設
せ
よ
。

健
康
福
祉
課
長

　
補
助
制
度
の
創
設
は
考
え
て

い
な
い
。

中
谷

　
町
公
共
施
設
等
に
さ
ら
な
る

手
す
り
の
増
設
を
求
め
る
。

総
務
課
長

　
現
在
は
震
災
に
よ
る
被
災
施

設
の
原
形
復
旧
工
事
を
優
先
し

て
い
る
た
め
、
そ
の
後
、
計
画

的
に
進
め
て
い
く
。

中
谷　

　
道
路
上
の
白
線
引
き
を
重
視

せ
よ
。

ま
ち
整
備
課
長

　
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
や
、
地
元

か
ら
の
要
望
に
基
づ
き
現
況
確

認
を
行
い
、
計
画
的
に
区
画
線

の
更
新
を
進
め
て
い
く
。

中
谷

　
一
刻
も
早
い
原
発
か
ら
再
エ

ネ
へ
の
切
り
替
え
を
強
く
求
め

よ
。

環
境
安
全
課
長

　
現
行
の
第
７
次
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
本
計
画
の
進
展
な
ど
を
注
視

し
て
行
き
た
い
。

中
谷　
猫
は
放
置
さ
れ
や
す
く
、

繁
殖
力
が
強
く
て
、
ふ
ん
尿
被
害

や
交
通
事
故
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
被
災
後
は
放
置
さ
れ
た
猫
の
数

が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
対
策
が
社

会
的
に
不
可
欠
だ
。

　
猫
好
き
の
個
人
や
団
体
な
ど
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
自
主
的
に
繁
殖

抑
制
を
進
め
て
い
る
現
状
を
踏
ま

え
、
本
町
で
も
手
厚
い
助
成
制
度

を
導
入
し
、「
飼
い
主
の
い
な
い

猫
」
の
増
加
を
抑
止
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

環
境
安
全
課
長

　
地
域
猫
活
動
を
行
う
個
人
や
団

体
に
対
し
、
来
年
度
か
ら
飼
い
主

の
い
な
い
猫
の
避
妊
・
去
勢
手
術

費
用
の
一
部
助
成
を
検
討
し
て
い

る
。

をを問う!問う!町政町政町政町政

中
なかたに
谷　松

まつすけ
助　議員

子
育
て
支
援
課
長

　
現
時
点
で
完
全
給
食
導
入
を
進

め
る
に
は
、
調
理
ス
ペ
ー
ス
が
手

狭
で
あ
り
、
人
員
の
確
保
も
難
し

く
、
現
状
の
ま
ま
で
は
導
入
が
困

難
な
状
況
で
あ
る
。

　
完
全
給
食
の
在
り
方
に
つ
い
て

は
、
関
係
者
と
連
携
し
つ
つ
、
検

討
を
進
め
て
い
く
。

中
谷　
現
在
、
町
内
の
公
立
保
育

園
で
は
、
３
歳
か
ら
５
歳
児
の
主

食
で
あ
る
ご
飯
は
家
庭
で
持
参
し
、

副
食
の
み
を
園
で
提
供
し
て
い
る
。

　
「
完
全
無
償
の
給
食
」
の
導
入

は
、
家
庭
の
負
担
軽
減
、
園
内
の

管
理
負
担
軽
減
、
新
た
な
雇
用
創

出
、
自
治
体
の
物
価
高
対
策
と

い
っ
た
効
果
が
期
待
で
き
る
。

　
前
回
の
答
弁
で
は
、
提
供
体
制

の
整
備
が
必
要
で
、
現
状
で
は
導

入
が
困
難
と
さ
れ
た
が
、
新
年
度

に
向
け
て
の
整
備
を
求
め
る
。

保
育
園
給
食
の

　
完
全
無
償
化
を

現
状
、
導
入
は
困
難

　
　
　
　
　  子育
て
支
援
課
長

動画はコチラから

「飼い主のいない猫」の　
避妊去勢手術助成を
一部助成を検討　　環境安全課長

子
育
て
支
援
と
同
時
に
、

高
齢
者
対
策
も
喫
緊
の
課

題
だ
と
思
い
ま
し
た
。

議
ひ
員

と
の

こ
と

主食ご飯は家庭から持参

ぎかいのひろば　№81
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一般質問

林
はやし
 　一

かず お
夫　議員

林
　
能
登
地
域
に
お
け
る
人
手
不
足

は
早
急
に
は
解
決
で
き
な
い
課
題

と
し
て
継
続
し
て
い
く
と
思
わ
れ
、

応
急
的
な
対
応
策
と
し
て
、
外
国

人
労
働
者
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　
現
在
、
外
国
人
労
働
者
の
日
本

へ
の
流
入
が
加
速
し
て
い
る
が
、

本
町
で
も
受
入
態
勢
を
整
備
せ
よ
。

商
工
観
光
課
長

　
町
内
事
業
者
の
現
状
や
要
望
を

調
査
し
、
県
や
関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
安
定
的
な
労
働

力
の
確
保
と
、
外
国
人
労
働
者
の

生
活
支
援
全
般
に
係
る
環
境
づ
く

り
を
視
野
に
、
検
討
し
た
い
。

　
外
国
人
雇
用
セ
ミ
ナ
ー
や
多
文

化
交
流
事
業
な
ど
、
地
域
と
の
交

流
を
推
進
し
、
外
国
人
労
働
者
の

受
け
入
れ
に
向
け
た
態
勢
作
り
を

構
築
す
る
。

農
林
水
産
課
長

そ
の
他
の
質
問

林　
　
本
町
役
場
の
技
術
系
職
員
数

の
現
況
と
将
来
見
通
し
を
問
う
。

町
長

　
震
災
の
復
旧
・
復
興
の
観
点

に
お
い
て
、
技
術
系
職
員
の
配

置
・
充
足
は
非
常
に
重
要
で
あ

り
、
必
要
な
職
員
の
確
保
に
努

め
る
。

林　
多
面
的
機
能
支
払
い
交
付
金

活
動
が
地
域
の
負
担
に
な
り
つ
つ

あ
る
。

　
参
加
者
の
減
少
と
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
た
め
で
あ
り
、
機
械
類

の
導
入
や
作
業
対
象
者
・
作
業
日

の
設
定
等
に
か
か
る
負
担
を
軽
減

す
る
仕
組
み
の
再
構
築
が
必
要
と

考
え
る
。

　
交
付
金
事
業
へ
の
、
今
後
の
町

の
関
り
を
聞
く
。

農
林
水
産
課
長　
作
業
の
一
部
を

業
者
へ
委
託
す
る
こ
と
や
、
能
登

半
島
地
震
で
被
害
の
あ
っ
た
農

地
や
農
業
用
施
設
の
修
繕
工
事
も
、

別
途
支
援
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

　
事
務
作
業
を
複
数
地
域
間
で
行

う
広
域
化
や
事
務
を
外
部
へ
委
託

す
る
な
ど
の
対
応
策
が
あ
り
、
本

町
で
も
一
部
の
組
織
が
こ
の
方
法

で
事
務
作
業
の
軽
減
を
図
っ
て
い

る
。

　
地
域
や
活
動
組
織
へ
の
情
報
提

供
や
相
談
対
応
、
よ
り
地
域
に
寄

り
添
っ
た
活
動
計
画
の
策
定
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

動画はコチラから

外国人労働者の受入れと
環境整備に努めよ
受入に向けた態勢作りを
構築する　　　　　商工観光課長

人手不足と高齢化で負担増

時
々
の
行
政
課
題
を

議
論
し
ま
し
ょ
う
。

議
ひ
員

と
の

こ
と

負
担
を
軽
減
す
る

仕
組
み
を
再
構
築
せ
よ

活
動
計
画
の
策
定
支
援
に
取
り
組
む
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をを問う!問う!町政町政町政町政

そ
の
他
の
質
問

堂
下　

　
積
極
的
に
図
書
館
を
利
用
す

る
こ
と
に
よ
り
要
介
護
リ
ス
ク

を
低
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

の
こ
と
だ
が
、
町
の
考
え
を
聞

く
。

生
涯
学
習
課
長　
　
　
　

　
質
の
高
い
図
書
の
提
供
や
各

種
展
示
、
大
人
向
け
の
イ
ベ
ン

ト
の
充
実
、
高
齢
者
の
孤
立

感
を
減
ら
す
こ
と
に
つ
な
が

る「
居
場
所
」づ
く
り
に
努
め
、

図
書
館
の
充
実
を
図
る
。

堂
下

　
ト
イ
レ
問
題
の
解
決
は
、
災

害
関
連
死
を
防
止
す
る
こ
と
に

も
つ
な
が
る
。

　
町
民
へ
の
備
蓄
の
呼
び
か
け

と
斡
旋
等
も
必
要
か
と
思
う

が
、
対
応
を
聞
く
。

環
境
安
全
課
長

　
ト
イ
レ
カ
ー
の
整
備
や
備
蓄

数
の
見
直
し
、
協
定
先
と
の
連

携
強
化
、
新
規
協
定
の
締
結
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
町
民
へ
は
、
備
蓄
の
必
要
性

に
つ
い
て
丁
寧
な
呼
び
か
け
と

啓
発
を
行
っ
て
い
く
。

堂
下　

　
町
道
が
復
旧
完
了
し
た
地
区
も

あ
る
が
、
ま
だ
手
つ
か
ず
の
道
路

が
多
く
、
河
川
は
ま
だ
工
事
着
手

前
の
箇
所
が
多
く
み
ら
れ
る
。

　
町
内
の
県
道
・
町
道
の
復
旧
工

事
が
完
了
し
た
割
合
と
、
今
後
の

復
旧
工
事
計
画
を
聞
く
。

ま
ち
整
備
課
長

　
12
月
末
現
在
、
道
路
の
復
旧
は

約
12
㎞
、
全
体
の
5.4
％
が
完
了
し

て
い
る
。

　

今
後
も
順
調
に
進
捗
し
た
場

合
、
本
年
度
末
ま
で
に
約
30
㎞
、

全
体
の
13
・
４
％
の
完
成
を
見
込

ん
で
い
る
。

　
準
用
河
川
は
、
現
時
点
で
は
未

発
注
で
、
年
内
に
は
一
部
を
入
札

予
定
と
し
て
い
る
。

　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
道
路
の
復

旧
工
事
計
画
を
公
表
し
て
お
り
、

令
和
12
年
度
の
完
全
復
旧
を
目
標

に
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

着
実
に
復
旧
工
事
を
進
め
る
。

避難先・白山市へ向かう
バス（車中）

堂
どうした
下　健

けんいち
一　議員

町
長　
石
川
県
原
子
力
防
災
訓
練

は
、
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、

防
災
体
制
の
確
立
と
防
災
技
術
の

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。

　
毎
年
実
践
的
な
訓
練
を
積
み
重

ね
、
定
着
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
、
能
登
半
島
地
震
に
よ
っ
て

生
じ
た
課
題
を
踏
ま
え
た
訓
練
が

実
施
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。

　
避
難
は
、
能
登
町
、
白
山
市
へ

の
分
散
避
難
を
基
本
と
し
、
現
時

点
で
は
最
も
現
実
的
か
つ
効
果
的

な
方
法
で
あ
る
が
、
被
災
等
で
避

難
の
受
入
が
困
難
と
な
っ
た
場
合

は
、
改
め
て
他
自
治
体
と
受
入
調

整
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　
国
や
県
に
対
し
、
訓
練
の
充
実

化
と
実
践
的
な
訓
練
の
実
施
を
要

請
し
、
職
員
の
対
応
力
強
化
に
も

取
り
組
む
。

堂
下　
今
年
も
原
子
力
防
災
訓
練

が
実
施
さ
れ
た
が
、
地
震
前
と
変

わ
ら
な
い
訓
練
で
あ
っ
た
。

　
昨
年
の
地
震
発
生
時
、
富
来
地

区
で
は
孤
立
し
た
地
区
も
あ
り
、

代
替
道
路
も
整
備
さ
れ
て
い
な
い

状
況
が
続
い
て
い
る
。　
　

　
避
難
先
と
な
っ
て
い
る
能
登
町

は
甚
大
な
被
害
を
受
け
て
お
り
、

避
難
先
の
変
更
や
複
数
の
避
難
場

所
の
設
定
が
必
要
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
が
、
町
の
考
え
を
聞

く
。

避
難
先
を
再
考
せ
よ

現
時
点
で
は

　
現
実
的
か
つ
効
率
的
　
　
　
　
　  

町
長

動画はコチラから

道路の復旧工事計画を聞く
令和12年度の完全復旧が目標

まち整備課長

今
や
自
然
災
害
は
毎
年
必
ず
襲
っ
て
く

る
。
そ
こ
へ
原
発
事
故
と
の
複
合
災
害

と
な
る
と
、
想
像
も
し
た
く
な
い
が
。

議
ひ
員

と
の

こ
と
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をを問う!問う!町政町政町政町政 一般質問

梢
こずえ
　　正

まさ み
美　議員

梢　
富
来
義
務
教
育
学
校
の
整
備

は
、
住
民
参
加
が
形
式
的
に
と
ど
ま

り
、
意
見
反
映
の
仕
組
み
が
機
能
し

て
い
な
い
。

　
基
本
計
画
前
に
共
有
さ
れ
る
べ
き

「
上
位
要
件
」（
安
全
性
・
適
地
性
・

児
童
生
徒
数
推
計
・
将
来
の
複
式
学

級
化
・
通
学
導
線
・
生
活
実
態
等
）

が
住
民
に
も
議
会
に
も
十
分
に
示
さ

れ
て
い
な
い
点
が
、
保
護
者
の
深
刻

な
不
安
の
核
心
と
な
っ
て
い
る
が
、

町
の
認
識
と
今
後
の
方
針
を
問
う
。

町
長　
令
和
４
年
度
に
「
富
来
地
域

小
中
学
校
適
正
規
模
・
適
正
配
置
検

討
委
員
会
」
を
設
け
、
富
来
地
域
の

学
校
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
、

令
和
５
年
度
に
は
委
員
会
か
ら
小
中

一
貫
校
と
し
て
学
校
を
開
設
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
の
答
申
を
い
た
だ

き
、
基
本
計
画
の
基
礎
に
反
映
し
て

い
る
。

　
こ
れ
ま
で
保
護
者
に
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
総

会
で
、町
の
取
組
や
計
画
を
説
明
し
、

施
設
の
早
期
復
旧
や
新
し
い
学
校
づ

く
り
へ
の
意
見
を
聴
取
し
回
答
し
て

い
る
。

　
１
月
に
は
富
来
小
・
中
学
校
、
保

育
所
の
年
長
児
の
保
護
者
、
教
職
員

な
ど
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催
し
、

幅
広
く
ご
意
見
を
集
め
、
基
本
設
計

に
反
映
し
、
３
月
頃
に
再
度
、
説
明

会
を
開
催
し
、
頂
い
た
意
見
へ
の
回

答
及
び
設
計
の
中
間
報
告
を
行
う
。

町
長

動画はコチラから

富来義務教育学校建設
保護者の不安解消を
説明会を開催し、意見を頂く　

町長

多くの学びがあった今回の視察

持
続
可
能
な

　
自
治
運
営
の
推
進
を

「
見
え
る
形
で
の
投
資
」
を
念
頭
に

町
長　

　
現
在
、
来
年
度
の
予
算
編
成
作

業
を
進
め
て
い
る
段
階
で
あ
り
、

地
域
の
持
続
的
な
発
展
に
つ
な
が

る
施
策
、
財
源
の
循
環
性
を
意
識

し
た
事
業
設
計
、
そ
し
て
、
町
民

の
皆
様
に
分
か
り
や
す
く
成
果
を

示
せ
る
「
見
え
る
形
で
の
投
資
」

と
い
っ
た
観
点
を
念
頭
に
お
い

て
、
施
策
立
案
に
反
映
し
て
い
き

た
い
。

梢
　
今
回
、
議
員
派
遣
に
よ
り
、
茨

城
県
境
町
と
笠
間
市
を
視
察
す
る

機
会
を
い
た
だ
い
た
。

　
今
回
の
視
察
に
は
職
員
も
同
行

し
、 

同
じ
景
色
を
、
同
じ
目
線
で

見
る
こ
と
が
で
き
、
町
に
と
っ
て

大
き
な
財
産
に
な
っ
た
と
思
う
。

　
こ
の
学
び
を
、
ま
ち
の
未
来
を

左
右
し
得
る
知
見
と
し
て
、
政
策

形
成
に
つ
な
げ
て
い
く
べ
き
と
考

え
る
が
、
町
の
認
識
と
具
体
策
を

聞
く
。

対
話
か
ら
未
来
へ

み
な
さ
ん
の
暮
ら
し
の

「
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
」を
、

議
会
へ
、
ま
ち
の
未
来
を

つ
く
る
土
台
へ
。

議
ひ
員

と
の

こ
と
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移住定住、小中一貫教育の移住定住、小中一貫教育の
先進地を調査先進地を調査

先進的な情報発信を調査先進的な情報発信を調査　　

茨城県境
さかい

町
まち

・笠
か さ ま

間市
し

を視察

北海道上
か み ふ ら の ち ょ う

富良野町・鷹
たかすちょう

栖町を視察

議員活動報告

　ふるさと納税、公共交通、移住定住施策、小中一貫
教育、及び観光施設における官民連携について、先進
事例を調査し、本町の実情と比較しながら研究を深め、
今後の政策提言に活かすことを目的として、茨城県境
町と笠間市への視察を行いました。
　境町では「ふるさと納税、賑わい創出、移住定住施策」
を、笠間市では「小人数教育と小中一貫教育」について、
先進的な取り組みを学びました。

　広報を通じた先進的な情報発信の方法を調査する目的で、北海
道の上富良野町議会と鷹栖町議会を視察しました。

　上富良野町議会は、第37回全国議会広報コンクールで奨励賞を
受賞しており、全国の広報誌を徹底的に研究して大いに参考にす
るという熱心な取り組みを行っていました。「親しみやすくわか
りやすい広報」を目指し、町民の方が多く登場することや、専門
用語の解説、難しい言葉を避けるといった工夫を実践しています。

　鷹栖町議会は、「興味がもてる・理解できる・参加できる」とい
う活動方針のもと、さまざまな取り組みを進めています。議員一
人ひとりが知恵を出し合いながら行う取り組みは、議員自身の自
信につながり、「議会への関心が高まった」という成果を生んでい
ます。このことから、広報活動はもとより議会活動全体に対する
強い熱意を感じました。

　今回の視察は実り多く、広報戦略の具体例や議会活動への情熱
を感じることができ、今後の活動に活かせる貴重な学びとなりま
した。

● ◦ ● ◦ ● ◦ ● ◦ ● ◦ ● ◦ ● ◦ ● ◦ ● ◦ ● ◦ ● ◦ ● ◦ ● ◦ ● ◦ ● ◦ ● ◦ ●

ふるさと納税を活用し、建設された施設を見学（境町）

　　　議員の視点 （境町）
・本町が目指すモデルケースになる。
・ふるさと納税などの自主財源を、積極的に地域

施策へ還元する仕組みができている。
・住みやすいまちづくりが広がることで町民の安

心感が増し、移住者も増え、賑わいが増し、さ
らにさまざまな財源確保により新たな町民サー
ビスができるという好循環を作り出しているこ
とは見習うべきと痛感した。

　　　議員の視点 （笠間市）
・「地域資源を活かした民間との協働」「子ども一

人ひとりに寄り添う少人数教育」は本町のまち
づくり・ひとづくりの両面で応用可能な取り組
みであると感じた。

・学校の存在意義と魅力度アップの工夫が感じら
れた。

10/2・3

10/22・23

議員全員で考えた
ユニークな取り組み

（鷹栖町）

スミ一色のシンプルさが
際立つ、強いインパクト
の表紙

（上富良野町）

議会広報特別委員会

ぎかいのひろば　№81
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住民参加訓練を視察住民参加訓練を視察 石川県原子力防災訓練

議員活動報告

　令和７年11月24日、令和６年能登
半島地震と同等の震度７を想定した
石川県原子力防災訓練が実施されま
した。
　住民が参加する形での実施は２年
ぶりで、国・県・町をはじめとする
関係機関から約1700人が訓練に参加
しました。

● ◦ ● ◦ ● ◦ ● ◦ ● ◦ ● ◦ ● ◦ ● ◦ ● ◦ ● ◦ ● ◦ ● ◦ ● ◦ ● ◦ ● ◦ ● ◦ ●

● ◦ ● ◦ ● ◦ ● ◦ ● ◦ ● ◦ ● ◦ ● ◦ ● ◦ ● ◦ ● ◦ ● ◦ ● ◦ ● ◦ ● ◦ ● ◦ ● ◦ ● ◦ ● ◦ ● ◦ ● ◦ ● ◦ ● ◦ ● ◦ ● ◦ ● ◦ ●

避難所で段ボールベッドや間仕切りテントを組み立てする参加者

陸上自衛隊の高機動車による住民避難 福祉車両による避難

　　　議員の視点
・先の震災を受けて大幅な見直し　

が行われたとは感じなかった。
　スムーズな避難ができるのか、
「逃げない避難」を充実させる必
要があるのでは。

・避難実施時に道路寸断があった
場合の避難手段の確保が不安。

しかトーク2025
  令和７年11月25日（火）、 町内の中学生がこれまでの学びを活かし、
まとめた魅力的な町づくりについてのアイディアを、 町長・町議会議長
に提案し、 まちの未来について意見交換を行いました。

　発表後、 議長および町長からそれぞれ感想が述べられました。 生徒
たちは真剣な眼差しで耳を傾け、 深くうなずく姿が印象的でした。

●志賀中学校３年１組　林　 栞帆、藤本　秋穂
　「志賀町の医療機関の現状と改善案」

●志賀中学校３年２組　泉　 琉那、濵野　花珠
　「志賀中学校のネット環境の改善について」

●志賀中学校３年３組　瀧川 ひなた、正木　奏多
　「施設運用の現状に関する提案」

　　●富来中学校３年１組　関口 愛季夏、長根尾 理玖
　　　「検定類の補助の拡大と広報での記載について」

1616ぎかいのひろば　№81
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声声
【 飲食業 50代女性 】

　地震後、食を通じて人が集い笑顔を作りたい
との思いで開業しました。

　新年も真心溢れる接客で地域を元気
にしたいです。

【 建設業 70代男性 】
　震災から２年が経ちましたが人手不足でなか
なか工事が進みません。１日でも早く、被災者
が今までの生活に戻れるよう、努力しています。

【 飲食業 30代男性 】
　店舗のいち早い再建と新しい販路開拓。
　個人的には料理人としてスキルアップ
し、商品価値を高めたい。

【 70代男性 】
　震災から３年目を迎え、人口流出や観光客の
戻りの遅れなど、依然として厳しい環境が続く
ことが予想されます。
　しかし、こうした状況だからこそ、弊社では
被災地以外の地域にも積極的に打って出る“攻め
の姿勢”を大切にし、社員一丸となって事業の発
展と再建に取り組んで行こうと思っています。

【 建設業 60代男性 】
　自分が復旧や復興にたずさわる一員と
して、事業を通じて志賀町を盛り上げて
いきたいです。

【 飲食業 60代男性 】
　令和６年、新たな年を迎え、新出発と
の思いでしたが、震災により希望を失い
かけ、先が見えない状況でした。しかし、
志賀町・富来を第２の故郷との思いで再
建を決意。２年が過ぎ、住宅・店舗を新築。
　これよりは、地域の皆様に
感謝しつつ、真心のサービス
を提供して参ります。

【 60代男性 】
　2026年、行政も経済界もい
ろいろ煩雑なことはあろうけれ
ども穏やかな一年となりますこ
とを望みます。

【 飲食業 50代男性 】
　町内の皆様が安心してきていただける
店舗・店主をこころがけたい。

あなたあなたのの
聞かせてください！聞かせてください！　新しい年を迎え、今回は町内の事業者

の皆様にご登場いただきました。

　令和６年能登半島地震からの復興・再
建を目指す状況の中、皆様が事業の発展
に向け、どのような意気込みや抱負をお
持ちなのか、お聞きしました。

ぎかいのひろば　№81
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お

聞
きしました

お

聞
きしました　志賀町の

こ

と
志賀町の

こ

と

ししかかままちち
ＬＩＦＥＬＩＦＥ

今回は、今回は、

応援職員として赴任されている応援職員として赴任されている

土屋尾 伸太朗土屋尾 伸太朗
にお話しをお聞きしました。にお話しをお聞きしました。

出身はどちらですか。
志賀町での業務内容を教えてください。
　鳥取県出身で、令和６年４月に志賀町に赴任しまし
た。当初は単身でこちらに来ましたが、昨年４月から、
妻と子ども３人も志賀町で暮らしています。
　町では農林水産課に所属し、主に農地や農業用施設
の災害復旧事業を担当しています。

志賀町の印象はいかがでしたか。
　こちらへ来たのは被災から３か月ほど経つ頃でした
が、すごく優しく親切にしてくださる方がたくさんい
て、「能登はやさしさ、土までも」という言葉を改めて
実感しました。
　想像していたより小さな町でしたが、実際住んでみ
るとコンパクトにまとまっていて、非常に住みやすい
という印象を受けました。

志賀町でお気に入りの場所はありますか。
　私と妻はランニングを趣味にしていますが、千鳥ヶ浜
海岸に夕日が沈む時間帯に近くを走るのが、お気に入り
のコースです。夕日がすごくきれいに見えます。
　機具岩や尊保地区の百本桜もお気に入りスポットです。

ご家族での志賀町の暮らしはいかがですか。　
　住み慣れたところを離れることには、心配もありまし
たが、子ども達には、違う場所での生活を体験させるこ
とが、成長の良い機会になるという思いがありました。
　外へ出て初めて、それまで当たり前だと思っていた
ことが当たり前ではないと気づく、その経験をさせて
あげたかったんです。
　今は友達もたくさんできて、非常に楽しく学校生活を
送っています。子どもは適応能力が高くて、言葉のイン
トネーションも変わってきました。家族みんながいつの
間にか志賀町の言葉に馴染んだようで、正月に帰省した
ときに、祖母がその変化にびっくりしていました。

さんさん

志賀町民へメッセージを。
　ようやく、少しずつですが、工事が進んできました。
農家の方には引き続きご不便をおかけしますが、でき
る限り、前に進むように頑張りたいと思いますので、
よろしくお願いします。

12
月
定
例
会

N
o.81

令
和
８
年
１
月
2
9
日

発
行

/
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賀
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議
会
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集
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会

広
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会
〒
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地
1

                　
　

TEL (0767) 32-9270  e-m
ail：

gikai@
tow

n.shika.lg.jp 1818

３/３
（火）

本会議
14：00

議案の上程
　（町長が町の近況や議案説明をします。）

３/10
（火）

本会議
10：00

一般質問
　（議員が町政について質問をします。）

３/19
（木）

本会議
14：00

議案の採決
　（議案の可否について決定をします。）

３月定例会本会議の日程(予定)です。傍聴に来ませんか。発
行
責
任
者
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議会へのご質問、「ぎかいのひろば」につ
いてのご感想・ご意見などありましたら、
ホームページの入力
フォームをご利用下
さい。　

編集後記編集後記
　能登半島地震から2年が経ちました。
　振り返ると、役場・消防署・消防団やボランティアの方にお世話に
なり、安心・安全を守っていただいていることに頭が下がります。
　全国の自治体でもさまざまな災害が多発しているため、それぞれ対
策を検討していることと思います。志賀町においても、災害が発生後
は人口が減少し、ますます少子高齢化が進む中で、町全体で対策を考
えながら避難所計画を早急に進めていただき、各種団体との連携を
図って、自然災害に強く、安心・安全で人情味のある町に向けて取り
組んでいかなければならないと強く感じました。（櫻井　俊一）

※本会議はケーブルテレビでも視聴できます。（生放送・録画放送）
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志賀町での暮らしを
通じて、家族みんな
の防災意識が高まり
ました。


